
KANAGAWA

～支えあう  住みよい社会  地域から～

神奈川県民児協設立50周年
記念キャラクター「みんぴょん」
神奈川県民児協設立50周年神奈川県民児協設立50周年
記念キャラクター「みんぴょん」

①令和６年度受章（賞）者紹介
②�ファイリングで資料整理をわかりやすく！
～座間市民児協の取り組み～

③�街中のカフェで認知症について考える
藤沢Dカフェの取り組み紹介

●通信員だより（横須賀市・南足柄市・箱根町）

特
　
集

　こんにちは二宮町民児協です。
　二宮町民児協では毎月６日に定例会を行っていますが、
１月は新年定例会を開催しています。
　新年定例会には二宮町長、二宮町議会議長、町社協会
長をお招きし、新年のあいさつをいただきました。
　来賓のあいさつ終了後、令和７年度の児童部会、高齢者
部会、障がい者のそれぞれの部会計画について委員さん
と話し合いを行いました。
　いつもの定例会では地区ごとに席が決まっており、部

会が異なると３年間の任期の中で委員さんと顔合わせを
行っているものの、話さずに終わってしまうことがありま
した。
　そのため、今回の新年定例会では地区関係なくランダム
に座っていただき、委員同士の会話ができるよう工夫をし、
事務局も交じえ、温かい飲み物を片手にほっとしながら普
段会話をすることない人と交流をしました。
　最後に民生委員の歌である花咲く郷土を歌い新年会は
終了となりました。� （二宮町民生委員児童委員協議会）
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新年会の様子



◇
春
の
叙
勲
（
４
月
29
日
付
）

【
瑞
宝
単
光
章
】［
小
田
原
市
］
小
澤
治
枝

　
　
　
　
　
　

 

［
茅
ヶ
崎
市
］
木
下
操

◇
秋
の
叙
勲
（
11
月
３
日
付
）

【
瑞
宝
単
光
章
】［
藤
沢
市
］
國
弘
信
子

［
小
田
原
市
］
橋
本
尚
信
［
綾
瀬
市
］
二
ノ
宮
要
子

◇
秋
の
褒
章
（
11
月
３
日
付
）

【
藍
綬
褒
章
】［
大
井
町
］
寺
下
か
つ
子

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
11
月
19
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
】

［
横
須
賀
市
］
瀧
野　
子　
松
本
加
代
子

［
藤
沢
市
］
堀
口
陽
子
［
大
和
市
］
菊
地
慶
子

［
寒
川
町
］
森
井
順
子

【
共
同
募
金
運
動
奉
仕
団
体
】

横
須
賀
市
大
楠
地
区
民
児
協

【
共
同
募
金
運
動
奉
仕
者
】

［
逗
子
市
］
岩
本
靖
枝
［
厚
木
市
］
笹
山
惠
一
郎

◇
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
（
９
月
20
日
付
）

［
湯
河
原
町
］
髙
橋
保

（
12
月
24
日
付
）

［
平
塚
市
］
加
藤
健
太
郎
［
藤
沢
市
］
野
村
京
子

［
秦
野
市
］
中
原
時
江
［
厚
木
市
］
田
中
裕
子

◇
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰（
11
月
15
日
付
）

［
横
須
賀
市
］
瀧
野　
子
［
鎌
倉
市
］
深
見
正
美

［
藤
沢
市
］
近
藤
眞
由
美
［
小
田
原
市
］
出
野
正
一

［
逗
子
市
］
岩
本
靖
枝
［
秦
野
市
］
中
志
陽
一

［
座
間
市
］
中
村
由
美
［
綾
瀬
市
］
笠
間
慶
子

◇
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰
（
11
月
20
日
付
）

【
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
表
彰
】

藤
沢
市
六
会
地
区
民
児
協

横
須
賀
市
大
津
地
区
民
児
協

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
表
彰
】

［
鎌
倉
市
］
深
見
正
美
［
藤
沢
市
］
三
縄
み
ち
よ　

山
本
佐
衣
子
［
茅
ヶ
崎
市
］
兼
藤
若
江

［
逗
子
市
］
中
村
美
代
子
［
秦
野
市
］　
中
志
陽
一

【
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
】

［
横
須
賀
市
］
青
柳
と
み
代　
飯
田
惠
美
子　
飯
田

京
子　
井
口
貴
恵
子　
石
居
廣
商　
石
坂
千
惠
子

泉
明
美　
磯
貝
美
惠
子　
小
藤
田
洋
子　
眞
田
光
夫

鈴
木
眞
理
子　
鈴
木
美
智
子　
髙
橋
幸
子　
高
橋
早

苗　
舘
野
正
弘　
田
中
治
美　
田
中
由
美
子　
田
村

初
枝　
千
葉
裕
美　
出
澤
美
紀　
鳥
内
慶
一　
仲
野

つ
る
子　
中
矢
幸
江　
野
崎
廣
子　
芳
賀
久
雄　
塙

富
惠　
原
春
江　
菱
沼
富
士
子　
法
師
人
彰　
前
田

純
一　
増
田
一
良　
増
田
政
幸　
松
沢
ヨ
シ
子　
三

上
信　
宮
㟢
教
代　
吉
田
百
合
［
平
塚
市
］
荒
井
俊

行　
荒
木
學　
石
井
久　
市
川
宏
子　
浦
田
幸
子　

蛯
子
直
美　
太
田
朝
子　
小
笠
原
美
奈
子　
小
川
達

久　
加
藤
維
三
雄　
加
藤
力　
川
野
春
美　
小
室
修

二　
小
室
次
男　
小
山
明
美　
佐
藤
洋
子　
三
宮
美

惠
子　
篠
崎
タ
カ
子　
菅
原
勝
史　
鈴
木
恒
二　
相

馬
江
梨
子　
髙
津
茂　
田
中
千
惠
子　
辻
村
南
海
子

寺
田
育
子　
中
谷
由
美
子　
中
山
裕
史　
西
澤
鏡
子

野
村
ま
ゆ
み　
原
田
美
登
理　
久
永
誠　
福
原
好
子

藤
井
享
子　
眞
壁
隆
芳　
山
本
照
子　
山
本
保
男　

横
田
佐
知
子　
和
田
守
兄
［
鎌
倉
市
］
赤
瀬
川
由
乃

吾
妻
千
恵
子　
内
海
ひ
ろ
み　
梅
澤
つ
え　
大
江
久

美
子　
大
貫
正
葊　
掛
川
一
代　
金
子
扶
美
子　
葛

谷
栄
一　
小
島
節
子　
下
川
知
鶴
子　
白
井
幸
子　

髙
橋
洋
子　
田
島
重
雄　
富
田
み
ど
り　
新
村
英
子

西
嶋
薫　
沼
上
重
雄　
細
谷
正
一　
三
橋
あ
い
子　

深
山
敦
子　

村
上
史　

保
田
信
彦　

和
田
恒
夫　

［
藤
沢
市
］
青
木
ミ
サ
ヱ　
青
木
好
昭　
秋
田
典
子

秋
葉
誠　
阿
部
敏　
阿
部
川
扶
美
子　
荒
川
正
美　

有
松
千
江
子　
伊
澤
清
美　
市
川
孝
治　
今
松
正
由

岩
澤
貴
子　
植
木
菊
治　
植
田
誠
子　
上
野
篤
子　

植
村
成
江　
牛
王
寿
子　
内
田
美
惠
子　
蛯
原　
子

大
橋
新
太
郎　
小
野
登
紀
子　
鏡
美
生　
⻆
俊
幸　

川
口
教
子　
川
野
邊
文
子　
草
野
清　
國
丸
明
子　

桒
原
千
束　
具
島
弘
人　
神
山
稔　
小
山
憲
子　
小

山
八
千
代　
鈴
木
由
香
子　
髙
岩
正
男　
竹
内
規
之

立
石
泰
子　
種
田
多
化
子　
辻
川
健
吾　
德
嶋
秀
明

西
原
豊　
西
山
貴
美
江　
長
谷
川
昌
平　
福
澤
あ
お

い　
藤
岡
富
士
子　
町
田
眞
己
枝　
松
井
榮
子　
松

崎
超
子　
松
矢
加
代
子　
水
村
三
枝
子　
道
端
薫　

村
上
知
子　
吉
田
三
惠　
吉
野
由
美
子［
小
田
原
市
］

五
十
嵐
尚
美　
池
田
信
彦　
石
井
則
子　
石
塚
ミ
ド

リ　
植
村
美
佐
江　
内
田
佳
織　
岡
本
晴
江　
押
田

道
子　
尾
嶋
隆
広　
上
村
順
一　
川
井
朋
子　
小
林

美
由
紀　
椎
野
泰
幸　
髙
橋
俊
雄　
田
代
宏
明　
德

光
え
り　
長
谷
部
寛
子　
二
見
裕
美　
降
籏
美
知
子

古
幡
ま
す
み　
古
谷
雅
弘　
村
山
洋
子　
矢
吹
信
子

山
㟢
豊　
湯
川
光
子
［
茅
ヶ
崎
市
］
厚
地
智
子　
安

西
敏
子　
安
藤
玲
子　
飯
田
あ
け
み　
勇
敦
子　
石

井
忠
彦　
石
黒
芳
子　
内
田
紘　
大
野
木
英
一　
数

田
照
江　
黒
川
有
子　
越
高
き
よ
み　
高
木
眞
由
美

髙
嶋
満
里
子　
髙
田
喜
久
信　
田
中
京
子　
田
中
俊

一　
鶴
田
壽
美　
長
嶋
ま
り
子　
沼
田
ユ
ミ　
蓮
本

敏　
濱
田
盛
厚　
前
田
裕
子　
真
下
敏
一　
丸
山
泰

宮
川
和
代　
室
川
和
子　
森
早
苗　
森
田
昌
代　
吉

田
小
百
合　
渡
邊
薫　
渡
辺
令
子
［
逗
子
市
］
飯
野

幸　
川
西
早
苗　
相
良
郁
子　
清
水　
代　
長
戸
郁

乃　
前
坂
淑
子　
宮
原
真
澄　
村
田
祐
子［
三
浦
市
］

板
倉
美
子　
岩
川
史
子　
笹
谷
久
美
子　
柴
本
久
美

子　
関
本
敦
子　
原
田
喜
信　
村
山
淸
文［
秦
野
市
］

赤
津
安
江　
阿
久
津
茂　
安
部
義
昭　
伊
奈
清　
岩

田
正
江　
遠
藤
浩　
小
椋
義
一　
栗
原
英
子　
栗
原

和
子　
栗
原
恵
子　
杉
島
要
一　
高
野
和
子　
竹
村

み
ち
よ　
田
中
節
子　
千
葉
葉
子　
手
塚
洋
子

前
田
裕
美　
柳
澤
け
い
子　
山
下
幸
康　
横
山
信
子

［
厚
木
市
］
相
橋
裕　
石
川
季
夫　
石
嶋
か
お
る　

井
上
英
男　
小
澤
彰　
片
野
春
男　
加
藤
延
幸　
栗

林
愛
子　
小
池
康
子　
小
島
律
子　
嶋
崎
眞
一　
田

島
浩
美　
永
里
芳
之　
中
村
真
紀
子　
長
野
都
美
子

細
野
貴
世
美　
松
行
康
子　
宮
田
和
子　
宮
本
隆　

山
室
好
平
［
大
和
市
］
海
老
原
清
一　
大
貫
和
清　

大
堀
悦
子　
荻
窪
成
子　
奥
野
千
佳　
木
下
ル
ミ　

近
藤　
子　
相
良
幸
子　
東
海
林
更
二
郎　
鈴
木
勝

美
高
橋
文
行　
田
口
克
子　
仲
戸
川
満
男　
永
松
ま

り
子　
野
尻
伸　
畠
山
俊
次　
濱
田
祐
子　
平
野
あ

や
子　
村
上
せ
つ
子　
保
田
の
り
子　
山
口
由
美
子

［
伊
勢
原
市
］
秋
山
信　
石
川
英
二　
板
倉
博
子　

出
縄
幹
雄　
岩
本
喜
代
美　
大
谷
久
子　
小
原
惠
子

金
子
末
廣　
白
鳥
勉　
田
中
コ
ウ
子　
中
野
菊
夫　

森
山
博　
吉
田
重
雄
［
海
老
名
市
］
石
飛
宣
夫　
牛

尾
君
枝　
大
島
千
佳　
大
住
静　
小
田
川
弘
子　
小

野
寺
幸
江　
金
子
幸
枝　
金
子
憲
幸　
神
守
千
代　

古
泉
政
幸　
榮
芳
朗　
佐
藤
隆
治　
重
松
緑　
鈴
木

和
江　
田
中
純
子　
田
沼
幸
子　
西
村
千
鶴
子　
樋

口
る
り
子　
比
留
川
初
子　
［
座
間
市
］
相
川
裕
子

五
十
嵐
朝
美　
石
川
姫
子　
石
川
由
紀　
大
矢
枝
利

子　
加
藤
葉
子　
北
村
智
恵
子　
　
　
輝
子　
小
林

慶
子　
千
葉
紀
久
代　
波
多
野
ふ
み
子　
藤
見
睦
彦

森
住
寛
惠　
［
南
足
柄
市
］
石
橋
誠
市
［
綾
瀬
市
］

飯
野
透　
遠
藤
千
代
子　
奥
平
康
彦　
下
村
陽
子　

中
川
紀
夫　
中
嶋
利
宏　
見
上
憲
子
［
愛
川
町
］
熊

坂
洋
子　
小
曽
根
潔
［
葉
山
町
］
伊
東
と
し
子　
小

山
克
予
［
寒
川
町
］
小
菅
利
枝　
白
岩
し
の
ぶ　
鈴

木
髙
行　
山
㟢
喜
代
美
［
大
磯
町
］
松
本
博
美　
米

山
絵
美［
二
宮
町
］荒
井
均　
橋
口
真
由
美［
大
井
町
］

特集特集
令
和
６
年
度
受
章（
賞
）者
紹
介 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
叙
勲
・

褒
章
・
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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岩
本
桂
子　
工
藤
し
の
ぶ　
菅
沼
玲
子　
牧
野
弥
生

［
松
田
町
］
中
村
尚
子
［
山
北
町
］　
瀬
戸
一
男　
瀬

戸
た
き
子
［
開
成
町
］
内
藤
靜
［
箱
根
町
］
内
田
節

子　
小
宮
山
功　
原
田
恵　
葊
井
弘
美
［
真
鶴
町
］

志
田
澄
枝
［
湯
河
原
町
］
小
沢
和
代　
栗
原
義
房　

齊
藤
朋
子　
菅
沼
一
之　
畑
み
ち
よ　
平
田
ま
り
子

横
井
勝
己

◇
県
民
功
労
者
表
彰
（
６
月
６
日
付
）

【
社
会
福
祉
分
野
】［
平
塚
市
］
梶
山
富
子
［
藤
沢
市
］

澤
崎
ゆ
め
子
［
逗
子
市
］
岩
本
靖
枝
［
秦
野
市
］
中

志
陽
一
［
厚
木
市
］
小
泉
京
子
［
大
和
市
］
三
河
日

出
子
［
寒
川
町
］
三
留
当
美
代
［
二
宮
町
］
守
屋
保

子◇
神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
11
月
７
日
付
）

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
）】

［
藤
沢
市
］
三
觜
忠　
澤
崎
ゆ
め
子

［
綾
瀬
市
］
二
ノ
宮
要
子

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰
（
15
年
）】

［
平
塚
市
］髙
梨
て
る
よ［
鎌
倉
市
］千
代
美
和
子［
藤

沢
市
］
森
田
万
紀
子
［
逗
子
市
］
市
川
由
美
子
［
秦

野
市
］
中
原
時
江
［
厚
木
市
］
諏
佐
ミ
キ
子　
木
村

美
子
［
大
和
市
］
齋
藤
啓
子　
牧
野
康
子　
岡
田
靜

江
［
綾
瀬
市
］
稲
村
絹
枝
［
箱
根
町
］　
高
橋
政
江

栁
澤
昌
子

【
共
同
募
金
運
動
功
労
者
表
彰
（
個
人
）】

［
平
塚
市
］
小
原
公
一

［
藤
沢
市
］
児
玉
文
卿　
大
山
睦
子

◇
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
顕
彰
（
11
月
７
日
付
）

【
会
長
感
謝
（
在
職
20
年
以
上
）】

［
鎌
倉
市
］
深
見
正
美　
［
伊
勢
原
市
］
岩
㟢
邦
子

【
会
長
表
彰
（
在
職
10
年
以
上
）】

［
横
須
賀
市
］
青
柳
と
み
代　
飯
田
惠
美
子　
飯
田

京
子　
井
口
貴
恵
子　
石
居
廣
商　
石
坂
千
惠
子　

泉
明
美　
磯
貝
美
惠
子　
小
藤
田
洋
子　
眞
田
光
夫

鈴
木
眞
理
子　
鈴
木
美
智
子　
髙
橋
幸
子　
高
橋
早

苗　
舘
野
正
弘　
田
中
治
美　
田
中
由
美
子　
田
村

初
枝　
千
葉
裕
美　
出
澤
美
紀　
鳥
内
慶
一　
仲
野

つ
る
子　
中
矢
幸
江　
野
崎
廣
子　
芳
賀
久
雄　
塙

富
惠　
原
春
江　
菱
沼
富
士
子　
藤
㟢
久
美
子　
法

師
人
彰　
前
田
純
一　
増
田
一
良　
増
田
政
幸　
松

沢
ヨ
シ
子　
三
上
信　
宮
㟢
教
代　
吉
田
百
合

［
平
塚
市
］
荒
井
俊
行　
荒
木
學　
石
井
久　
市
川

宏
子　
浦
田
幸
子　
蛯
子
直
美　
太
田
朝
子　
小
笠

原
美
奈
子　
小
川
達
久　
加
藤
維
三
雄　
加
藤
力　

川
野
春
美　
橘
川
尚
子　
小
室
修
二　
小
室
次
男　

小
山
明
美　
齋
藤
あ
や
子　
佐
藤
洋
子　
三
宮
美
惠

子　
篠
崎
タ
カ
子　
菅
原
勝
史　
鈴
木
恒
二　
相
馬

江
梨
子　
髙
津
茂　
田
中
千
惠
子　
辻
村
南
海
子　

寺
田
育
子　
中
谷
由
美
子　
中
山
裕
史　
西
澤
鏡
子

野
村
ま
ゆ
み　
原
田
美
登
理　
久
永
誠　
福
原
好
子

藤
井
享
子　
眞
壁
隆
芳　
森
百
合
子　
山
本
照
子　

山
本
登
美
子　
山
本
保
男　
横
田
佐
知
子　
和
田
守

兄
［
鎌
倉
市
］
赤
瀬
川
由
乃　
吾
妻
千
恵
子　
内
海

ひ
ろ
み　
梅
澤
つ
え　
大
江
久
美
子　
大
貫
正
葊　

掛
川
一
代　
金
子
扶
美
子　
葛
谷
栄
一　
小
島
節
子

下
川
知
鶴
子　
白
井
幸
子　
髙
橋
洋
子　
田
島
重
雄

富
田
み
ど
り　
新
村
英
子　
西
嶋
薫　
沼
上
重
雄　

細
谷
正
一　
三
橋
あ
い
子　
深
山
敦
子　
保
田
信
彦

和
田
恒
夫
［
藤
沢
市
］
青
木
好
昭　
青
木
ミ
サ
ヱ　

秋
田
典
子　
秋
葉
誠　
阿
部
敏　
阿
部
川
扶
美
子　

荒
川
正
美　
有
松
千
江
子　
伊
澤
清
美　
市
川
孝
治

今
松
正
由　
岩
澤
貴
子　
植
木
菊
治　
植
田
誠
子　

植
村
成
江　
牛
王
寿
子　
内
田
美
惠
子　
蛯
原　
子

大
橋
新
太
郎　
小
野
登
紀
子　
鏡
美
生　
⻆
俊
幸　

川
口
教
子　
川
野
邊
文
子　
草
野
清　
具
島
弘
人　

國
丸
明
子　
桒
原
千
束　
神
山
稔　
小
山
憲
子　
小

山
八
千
代　
鈴
木
由
香
子　
髙
岩
正
男　
竹
内
規
之

田
島
祥
子　
立
石
泰
子　
種
田
多
化
子　
辻
川
健
吾

德
嶋
秀
明　
西
原
豊　
西
山
貴
美
江　
長
谷
川
昌
平

林
幸
代　
福
澤
あ
お
い　
藤
岡
富
士
子　
町
田
眞
己

枝　
松
井
榮
子　
松
崎
超
子　
松
矢
加
代
子　
水
村

三
枝
子　
道
端
薫　
村
上
知
子　
吉
田
三
惠　
吉
野

由
美
子　
渡
辺
眞
代
［
小
田
原
市
］
五
十
嵐
尚
美　

池
田
信
彦　
石
井
則
子　
石
塚
ミ
ド
リ　
石
原
陽
子

植
村
美
佐
江　
内
田
佳
織　
岡
本
晴
江　
尾
嶋
隆
広

上
村
順
一　
小
林
美
由
紀　
椎
野
泰
幸　
髙
橋
俊
雄

田
代
宏
明　
德
光
え
り　
長
谷
部
寛
子　
二
見
裕
美

降
籏
美
知
子　
古
江
淳
子　
古
幡
ま
す
み　
古
谷
雅

弘　
村
山
洋
子　
矢
吹
信
子　
山
㟢
豊　
湯
川
光
子

［
茅
ヶ
崎
市
］
厚
地
智
子　
安
西
敏
子　
安
藤
玲
子

飯
田
あ
け
み　
勇
敦
子　
石
井
忠
彦　
石
黒
芳
子　

井
上
幸
雄　
内
田
紘　
大
野
木
英
一　
数
田
照
江　

黒
川
有
子　
越
高
き
よ
み　
高
木
眞
由
美　
髙
嶋
満

里
子　
髙
田
喜
久
信　
田
中
京
子　
田
中
俊
一　
鶴

田
壽
美　
長
嶋
ま
り
子　
沼
田
ユ
ミ　
蓮
本
敏　
濱

田
盛
厚　
前
田
裕
子　
真
下
敏
一　
丸
岡
三
雄　
丸

山
泰　
宮
川
和
代　
室
川
和
子　
森
早
苗　
森
田
昌

代　
吉
田
小
百
合　
渡
邊
薫　
渡
辺
令
子［
逗
子
市
］

飯
野
幸　
川
西
早
苗　
小
粂
幸
枝　
相
良
郁
子　
長

戸
郁
乃　
福
泉
貴
美
枝　
前
坂
淑
子　
宮
原
真
澄　

村
田
祐
子　
森
戸
久
朝　
吉
岡
圭
子
［
三
浦
市
］
板

倉
美
子　
岩
川
史
子　
笹
谷
久
美
子　
柴
本
久
美
子

関
本
敦
子　
関
本
正
美　
原
田
喜
信　
松
野
雅
昭　

村
山
淸
文
［
秦
野
市
］
赤
津
安
江　
阿
久
津
茂　
安

部
義
昭　
伊
奈
清　
岩
田
正
江　
遠
藤
浩　
小
椋
義

一　
栗
原
英
子　
栗
原
恵
子　
杉
㟢
眞
澄　
杉
島
要

一　
高
野
和
子　
竹
村
み
ち
よ　
田
中
節
子　
千
葉

葉
子　
前
田
裕
美　
柳
澤
け
い
子　
山
下
幸
康
［
厚

木
市
］
相
橋
裕　
石
川
季
夫　
石
嶋
か
お
る　
井
上

英
男　
遠
藤
勝　
小
澤
彰　
片
野
春
男　
加
藤
延
幸

栗
林
愛
子　
小
池
明
子　
小
池
康
子　
小
島
律
子　

嶋
崎
眞
一　
田
島
浩
美　
永
里
芳
之　
長
野
都
美
子

中
村
真
紀
子　
細
野
貴
世
美　
松
行
康
子　
宮
田
和

子　
宮
本
隆　
山
室
好
平
［
大
和
市
］
海
老
原
清
一

大
貫
和
清　
大
堀
悦
子　
荻
窪
成
子　
奥
野
千
佳　

木
下
ル
ミ　
相
良
幸
子　
東
海
林
更
二
郎　
鈴
木
勝

美　
高
橋
文
行　
田
口
克
子　
仲
戸
川
満
男　
永
松

ま
り
子　
野
尻
伸　
畠
山
俊
次　
濱
田
祐
子　
平
野

あ
や
子　
村
上
せ
つ
子　
保
田
の
り
子　
山
口
由
美

子　
山
下
照
代
［
伊
勢
原
市
］
秋
山
信　
石
川
英
二

板
倉
博
子　
出
縄
幹
雄　
岩
本
喜
代
美　
大
谷
久
子

小
原
惠
子　
金
子
末
葊　
白
鳥
勉　
田
中
コ
ウ
子　

中
野　
夫　
森
山
博　
吉
田
重
雄
［
海
老
名
市
］
石

飛
宣
夫　
牛
尾
君
枝　
大
島
千
佳　
大
住
静　
小
田

川
弘
子　
小
野
寺
幸
江　
金
子
幸
枝　
金
子
憲
幸　

神
守
千
代　
古
泉
政
幸　
榮
芳
朗　
佐
藤
隆
治　
重

松
緑　
鈴
木
和
江　
田
中
純
子　
田
沼
幸
子　
西
村

千
鶴
子　
樋
口
る
り
子　
比
留
川
初
子
［
座
間
市
］

相
川
裕
子　
五
十
嵐
朝
美　
石
川
姫
子　
石
川
由
紀

大
矢
枝
利
子　
加
藤
葉
子　
北
村
智
恵
子　
　
　
輝

子　
小
林
慶
子　
近
藤
か
ほ
る　
千
葉
紀
久
代　
寺

平
秀
子　

波
多
野
ふ
み
子　

藤
見
睦
彦　

森
住
寛

惠
［
南
足
柄
市
］
石
橋
誠
市　
齋
能
名
美
江
［
綾
瀬

市
］
飯
野
透　
遠
藤
千
代
子　
奥
平
康
彦　
下
村
陽

子　
中
川
紀
夫　
中
嶋
利
宏　
見
上
憲
子　
山
口
正

子
［
愛
川
町
］
熊
坂
洋
子　
小
曽
根
潔
［
葉
山
町
］

伊
東
と
し
子　
小
山
克
予
［
寒
川
町
］
小
菅
利
枝　

白
岩
し
の
ぶ　
鈴
木
髙
行　
鳥
山
邦
子　
山
㟢
喜
代

美
［
大
磯
町
］
藤
田
季
佐
子　
松
本
博
美　
米
山
絵

美　
［
二
宮
町
］
荒
井
均　
野
谷
惠
子　
橋
口
真
由

美　
［
大
井
町
］
岩
本
桂
子　
工
藤
し
の
ぶ　
菅
沼

玲
子　
牧
野
弥
生　
［
山
北
町
］
瀬
戸
一
男　
瀬
戸

た
き
子
［
箱
根
町
］
内
田
節
子　
小
宮
山
功　
原
田

恵　
葊
井
弘
美
［
真
鶴
町
］
志
田
澄
枝
［
湯
河
原
町
］

小
沢
和
代　
栗
原
義
房　
齊
藤
朋
子　
菅
沼
一
之　

畑
み
ち
よ　
平
田
ま
り
子　
邉
見
千
恵　
横
井
勝
己

◇
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝（
11
月
７
日
付
）

〈
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
（
個
人
）〉

［
鎌
倉
市
］
尾
島
珠
世

　
※ 

敬
称
略
。
原
則
同
一
市
町
村
内
は
受
章（
賞
）

名
簿
順
に
掲
載
。
所
属
は
受
章（
賞
）当
時
の
も

の
。

　
※ 

受
章（
賞
）時
点
で
退
任
さ
れ
て
い
る
方
、
受
章

（
賞
）後
に
退
任
さ
れ
た
方
を
含
む
。
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「引き継ぎ書」
の

一部をご紹介

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
で
資
料
整
理
を
わ
か
り
や
す
く
！ 

～
座
間
市
民
児
協
の
取
り
組
み
～

　
次
期
一
斉
改
選
ま
で
残
り
１
年
を
切
り
、各
市
町
村
民
児
協
に
お
い
て
も
改
選
に
向
け
た
様
々
な
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。今
回
は「
引
き
継
ぎ
」に
注
目
し
、フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
日
頃
か
ら
資
料
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
引

き
継
ぎ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
座
間
市
民
児
協
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
定
例
会
等
の
場
で
数
多
く
の
資
料
が

配
付
さ
れ
ま
す
が
、皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
整
理
し
て
い
ま
す
か
。重

要
な
も
の
、不
要
に
な
っ
た
も
の
の
保

管
方
法
や
処
分
方
法
に
悩
ん
だ
り
、そ

も
そ
も
判
別
に
苦
慮
す
る
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、中
に
は

前
任
の
委
員
か
ら
段
ボ
ー
ル
箱
で
引
き

継
ぎ
を
受
け
た
も
の
の
、資
料
の
あ
ま

り
の
多
さ
に
戸
惑
っ
た
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
座
間
市
民
児
協
で
は
、配
付
さ
れ
る

資
料
を
整
理
で
き
る
よ
う
、市
民
児
協

共
通
で
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。平
成
26
年
10
月
か
ら
検
討
を
重

ね
、平
成
27
年
６
月
に
フ
ァ
イ
ル
が
配

付
さ
れ
今
日
に
至
り
ま
す
。

カ
ギ
は「
引
き
継
ぎ
書
」

　
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
基
と
な
っ
て
い
る

の
が「
引
き
継
ぎ
書
」で
す
。一
斉
改
選

の
時
期
に
適
宜
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、次
の
委
員
に
引
き
継
ぐ
も
の
、返
却

す
る
も
の
が
一
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、民
児
協
だ
よ
り
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
の
広
報
誌
や
、調
査
書

の
控
え
等
の
委
員
活
動
で
使
用
す
る
書

類
に
つ
い
て
は
、保
管
期
間
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、そ
の
都
度

新
し
い
も
の
に
入
れ
替
え
、保
管
す
る

資
料
が
多
く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、引
き
継
ぎ
の
際
に
は
、会
長
、

退
任
委
員
、新
任
委
員
、事
務
局
が
集
ま

り
、「
引
き
継
ぎ
書
」に
沿
っ
て
フ
ァ
イ

ル
の
中
身
や
返
却
す
る
も
の
を
丁
寧
に

確
認
し
て
い
ま
す
。
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令和元年７月事務局作成 

民生委員児童委員新旧交代に伴う引継ぎ事項 

１ 次の委員に引き継ぐもの 

⑴ 個人情報を含むもの（処分の際は必ずシュレッダー処理すること）      赤ファイル 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ 民生委員・児童委員活動記録 神奈川県 

□ ２ ひとり暮らし高齢者地区別登録表一覧（他、対象者に関する書

類） 

市福祉長寿課 

□ ３ 保護の動向など（生活援護課） 市生活援護課 

□ ４ 依頼書・調査書（控）（３年保存）、様式、調査事務の手引き 

  （他、児童扶養手当関連書類） 

県民児協 

□ ５ 座間市民生委員児童委員協議会名簿 市民児協 

□ ６ 個人情報が記載された書類等の取り扱いについて 全民児連 

⑵ 手引き、様式等（最新版）                        白ファイル 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ ひとり暮らし高齢者連絡票 市福祉長寿課 
□ ２ 民生委員児童委員活動の手引き 神奈川県 
□ ３ 神奈川県民生委員児童委員活動事例集 県民児協 
□ ４ 民生委員児童委員必携 県民児協 
□ ５ 高齢者福祉のしおり、障がい者福祉のしおり 市福祉長寿課、

障がい福祉課 
□ ６ 生活福祉資金貸付事業ハンドブック 県社協 
□ ７ 市民児協総会資料、地区民児協総会資料 市・地区民児協 
□ ８ 県民児協だより（１年分） 県民児協 
□ ９ ひろば（３か月分） 全社協 
□ 10 福祉タイムズ（３か月分） 県社協 
□ 11 こばと（３年分） 市民児協 
□ 12 民生委員・児童委員活動保険について 全民児連 

⑶ 災害時安否確認関係 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ 座間市民生委員児童委員協議会災害時要援護者安否確認手順書 地区民児協 

□ ２ 災害時要援護者安否確認手順書に関するフローチャート 地区民児協 

□ ３ 座間市災害時避難行動要支援者支援ガイド 市福祉長寿課 

□ 
４ 座間市民生委員児童委員協議会災害時要援護者安否確認手順書

に基づく災害時要援護者名簿 

地区民児協 

□ 
５ 座間市民生委員児童委員協議会災害時要援護者安否確認手順書

に基づく災害時要援護者マップ 

地区民児協 

□ ６ 災害時避難行動要支援者登録事業に基づく名簿（封筒入り） 市福祉長寿課 

⑷ 個別援助票綴                              青ファイル 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ 個別援助票（様式１－①）（  枚）（終了後１年保存） 県民児協 

□ ２ 個別援助票の手引き 県民児協 

□ ３ 対象者把握一覧表（基準日 ９月１日） 県民児協 

― 
― 

区域番号 

令和元年７月事務局作成 

民生委員児童委員新旧交代に伴う引継ぎ事項 

１ 次の委員に引き継ぐもの 

⑴ 個人情報を含むもの（処分の際は必ずシュレッダー処理すること）      赤ファイル 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ 民生委員・児童委員活動記録 神奈川県 

□ ２ ひとり暮らし高齢者地区別登録表一覧（他、対象者に関する書

類） 

市福祉長寿課 

□ ３ 保護の動向など（生活援護課） 市生活援護課 

□ ４ 依頼書・調査書（控）（３年保存）、様式、調査事務の手引き 

  （他、児童扶養手当関連書類） 

県民児協 

□ ５ 座間市民生委員児童委員協議会名簿 市民児協 

□ ６ 個人情報が記載された書類等の取り扱いについて 全民児連 

⑵ 手引き、様式等（最新版）                        白ファイル 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ ひとり暮らし高齢者連絡票 市福祉長寿課 
□ ２ 民生委員児童委員活動の手引き 神奈川県 
□ ３ 神奈川県民生委員児童委員活動事例集 県民児協 
□ ４ 民生委員児童委員必携 県民児協 
□ ５ 高齢者福祉のしおり、障がい者福祉のしおり 市福祉長寿課、

障がい福祉課 
□ ６ 生活福祉資金貸付事業ハンドブック 県社協 
□ ７ 市民児協総会資料、地区民児協総会資料 市・地区民児協 
□ ８ 県民児協だより（１年分） 県民児協 
□ ９ ひろば（３か月分） 全社協 
□ 10 福祉タイムズ（３か月分） 県社協 
□ 11 こばと（３年分） 市民児協 
□ 12 民生委員・児童委員活動保険について 全民児連 

⑶ 災害時安否確認関係 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ 座間市民生委員児童委員協議会災害時要援護者安否確認手順書 地区民児協 

□ ２ 災害時要援護者安否確認手順書に関するフローチャート 地区民児協 

□ ３ 座間市災害時避難行動要支援者支援ガイド 市福祉長寿課 

□ 
４ 座間市民生委員児童委員協議会災害時要援護者安否確認手順書

に基づく災害時要援護者名簿 

地区民児協 

□ 
５ 座間市民生委員児童委員協議会災害時要援護者安否確認手順書

に基づく災害時要援護者マップ 

地区民児協 

□ ６ 災害時避難行動要支援者登録事業に基づく名簿（封筒入り） 市福祉長寿課 

⑷ 個別援助票綴                              青ファイル 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ 個別援助票（様式１－①）（  枚）（終了後１年保存） 県民児協 

□ ２ 個別援助票の手引き 県民児協 

□ ３ 対象者把握一覧表（基準日 ９月１日） 県民児協 

― 
― 

区域番号 

令和元年７月事務局作成 
 

⑸ 生活福祉資金                              青ファイル 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ 生活福祉資金借受世帯援助記録票（  件） 市社協 

⑹ その他 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ ジャンパー  
□ ２ ビブス  
□ ３ ヘルメット  
□ ４ 手提げ袋（座間市民生児童委員）  
□ ５ 上記の他、地区が必要と認めるもの 

 
 

 

２ 返却するもの 

確認欄 内  容 発  行 返 却 先 

□ １ 民生委員徽章 神奈川県 

事務局 
□ ２ 身分証明書（神奈川県） 神奈川県 
□ ３ 名札（市民児協） 市民児協 
□ ４ 門標 神奈川県 
□ ５ エプロン（男性：緑、女性：水色 三角巾あり） 市社協 市社協 

 
引継ぎ完了届 

座間市第   地区民生委員児童委員協議会会長 様 
  年  月  日 

上記の関係書類等の引継ぎを完了しました。 
 

新任民生委員  区域番号     氏名               印 
 

退任民生委員  区域番号     氏名               印 
 

引継ぎ確認届 
事務局長 様 

  年  月  日 
上記のとおり引継ぎが完了したことを確認しました。 

 
第   地区民生委員児童委員協議会 会長              印 

 
印鑑受領書 

  年  月  日 印鑑を受領しました。 
 氏名              印 

 

課長 係長 合議 担当 
    

令和元年７月事務局作成 
 

⑸ 生活福祉資金                              青ファイル 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ 生活福祉資金借受世帯援助記録票（  件） 市社協 

⑹ その他 

確認欄 内  容 発  行 

□ １ ジャンパー  
□ ２ ビブス  
□ ３ ヘルメット  
□ ４ 手提げ袋（座間市民生児童委員）  
□ ５ 上記の他、地区が必要と認めるもの 

 
 

 

２ 返却するもの 

確認欄 内  容 発  行 返 却 先 

□ １ 民生委員徽章 神奈川県 

事務局 
□ ２ 身分証明書（神奈川県） 神奈川県 
□ ３ 名札（市民児協） 市民児協 
□ ４ 門標 神奈川県 
□ ５ エプロン（男性：緑、女性：水色 三角巾あり） 市社協 市社協 

 
引継ぎ完了届 

座間市第   地区民生委員児童委員協議会会長 様 
  年  月  日 

上記の関係書類等の引継ぎを完了しました。 
 

新任民生委員  区域番号     氏名               印 
 

退任民生委員  区域番号     氏名               印 
 

引継ぎ確認届 
事務局長 様 

  年  月  日 
上記のとおり引継ぎが完了したことを確認しました。 

 
第   地区民生委員児童委員協議会 会長              印 

 
印鑑受領書 

  年  月  日 印鑑を受領しました。 
 氏名              印 

 

課長 係長 合議 担当 
    

（後列左から）座間市民児協事務局のお二人と広報委員
（前列）座間市民児協のみなさん

退任委員と新任委員、
会長が引き継ぎ完了を
確認し、署名

保管場所

保管期間を明記
内容を一つ
ひとつチェック

返却先を明記

発行元



赤
・
白
フ
ァ
イ
ル
で
書
類
を
整
理

　
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
使
用
す
る
フ
ァ
イ

ル
は
、複
数
の
仕
切
り
が
付
い
て
い
る

「
赤
フ
ァ
イ
ル
」と「
白
フ
ァ
イ
ル
」の
２

種
類
で
す
。仕
切
り
ご
と
に
番
号
を
付

け
、一
番
手
前
の「
見
出
し
一
覧
表
」に

沿
っ
て
資
料
を

整
理
し
て
い
ま

す
。「
赤
フ
ァ
イ

ル
」に
は
、活
動

記
録
や
市
民
児

協
の
名
簿
等
の

個
人
情
報
が
含

ま
れ
る
書
類
、

「
白
フ
ァ
イ
ル
」

に
は
、活
動
に

関
す
る
資
料
や

手
引
き
、様
式

等
を
入
れ
て
い

ま
す
。保
管
場

 

 

所
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
た
め
、必
要

な
時
に
必
要
な
書
類
を
す
ぐ
に
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
導
入
し
た
こ
と

で
、「
引
き
継
ぎ
す
る
も
の
が
明
確
に
な

り
、わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
」と
い
う
声

が
多
く
上
が
り
ま
し
た
。

新
た
な
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
や
デ
ー
タ 

化
に
向
け
た
動
き
も

　
現
在
、災
害
関
係
の
フ
ァ
イ
ル
に
つ

い
て
は
地
区
ご
と
に
作
成
状
況
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、全
地
区
で
統
一
さ
せ
る

べ
く
、委
員
会
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、事
務
局
に
は「
紙
の
書
類
が
多

い
た
め
デ
ー
タ
化
し
て
ほ
し
い
」と
い

う
要
望
が
少
し
ず
つ
届
き
は
じ
め
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、資
料
の
デ
ー
タ
で
の

保
管
を
促
進
す
る
た
め
の
工
夫
を
思
案

中
で
す
。

全
委
員
が
継
続
し
て
整
理
で
き
る
よ

う
更
な
る
工
夫
を

　

事
務
局
に
よ
る
と
、統
一
さ
れ
た

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
は
あ
る
も
の

の
、全
委
員
が
完
璧
に
資
料
を
整
理
で

き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状

だ
と
い
い
ま
す
。日
頃
か
ら
各
委
員
に

フ
ァ
イ
ル
の
整
理
を
行
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、定
例
会
で
事
務
局
か
ら
自
主
的

な
確
認
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、事
務
局
が
作
成
す
る
定
例
会

の
資
料
に
は
、配
付
資
料
の
保
管
先
を

明
記
し
て
い
ま
す
。

三
位
一
体
で
活
動
し
て
い
く

　

座
間
市
民
児
協
の
み
な
さ
ん
か
ら

は
、日
頃
の
活
動
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
お
話
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

「
民
生
委
員
、地
区
民
児
協
、事
務
局
が

三
位
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
」と
座
間
市
民
児
協
会
長
の

橋
本
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
委
員
の
困
り
ご
と
や
不
安
に
耳
を
傾

け
、事
務
局
も
積
極
的
に
寄
り
添
い
な

が
ら
活
動
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。長
く
安
心
し
て
委
員
活
動
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
、み
な
さ
ん
の
地
域
で

も
、民
児
協
全
体
で
資
料
の
管
理
方
法

や
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
広
報
委
員　
齋
藤　
啓
子
、菅　
重
男
）

第160号 令和7年3月15日県民児協だより

5

「見出し一覧表」で定められた番号の場所に
資料を入れていきます

定例会後にグループ（座間市民児協では部会を「グ
ループ」と呼んでいます）で話す時間を設けたり、定例会
の最後になんでも相談できる時間を設けたり、話しやす
い環境づくりも意識しています

「引き継ぎ書」を基に「見出し一覧表」が作成されています。
ファイルの中にある資料が一目でわかります。

白ファイル

定例会資料

赤ファイル

見出し一覧表

保管先がすぐにわかるので
スムーズな整理につながります



 

 

の
で
は
な
く
、開
始
時
に
行
う
参
加
者

の
自
己
紹
介
を
基
に
、平
田
さ
ん
が「
認

知
症
」を
軸
に
し
た
も
の
を
考
え
て
い

ま
す
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
自
分
が
認
知

症
に
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
？
」で
し

た
。参
加
者
は
改
め
て
思
い
を
巡
ら
せ
、

「
気
に
し
な
い
」「
認
知
症
に
な
っ
た
こ

と
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
き
た
い
」「
仲

間
が
欲
し
い
」等
、自
分
の
考
え
を
次
々

に
話
し
て
い
き
ま
す
。認
知
症
当
事
者

の
方
か
ら
は「
喫
茶
店
の
各
店
舗
に
Ｄ

カ
フ
ェ
を
つ
く
れ
ば
い
い
の
で
は
」と

い
う
意
見
が
あ
り
、参
加
者
か
ら
は
賛

同
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

認
知
症
の
正
し
い
理
解
を

　
今
後
の
課
題
は「
認
知
症
に
対
す
る

誤
解
と
偏
見
の
払
拭
」。平
田
さ
ん
は

「
今
や
誰
で
も
知
っ
て
い
る
認
知
症
に

対
す
る
、誤
解
と
偏
見
は
皆
さ
ん
の『
な

り
た
く
な
い
か
ら
』、そ
う
し
た
気
持
ち

に
尽
き
る
と
思
う
。誰
も
が
な
る
可
能

性
の
あ
る
認
知
症
の
正
し
い
知
識
と
理

解
を
、も
っ
と
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

べ
き
だ
と
思
う
」と
言
い
、「
各
所
で
認

知
症
啓
発
活
動
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、

一
部
の
方
だ
け
が
知
っ
て
い
て
も
意
味

が
な
い
。広
げ
て
い
く
た
め
に
は
、も
っ

と
行
政
の
力
が
必
要
」と
語
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
こ
こ
に
来
る
の
は
行
き
場
が

な
い
方
た
ち
だ
と
思
っ
て
い
る
。そ
こ

を
救
う
の
は
民
生
委
員
。地
域
の
こ
と

を
一
番
知
っ
て
い
る
か
ら
」と
平
田
さ

ん
は
民
生
委
員
へ
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

　
認
知
症
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、共
生

社
会
に
向
け
た
動
き
が
進
む
中
で
、Ｄ

カ
フ
ェ
へ
の
注
目
も
一
層
高
ま
っ
て
い

ま
す
。店
舗
の
一
角
で
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

こ
の
場
所
か
ら
、住
み
よ
い
街
に
向
け
、

一
歩
一
歩
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員　
小
林　
美
幸
、嶋
村　
真
由
美
）

街
中
の
カ
フ
ェ
で
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る

　
令
和
５
年
12
月
20
日
か
ら
、藤
沢
駅

北
口
の「
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー 

ル
ミ
ネ
藤
沢
店
」で
、認
知
症
カ
フ
ェ

「
藤
沢
Ｄ
カ
フ
ェ
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。毎
月
第
３
水
曜
日
の
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
で
、ワ
ン
ド
リ
ン
ク
オ
ー

ダ
ー
制
で
す
。

　
藤
沢
Ｄ
カ
フ
ェ
の
立
ち
上
げ
か
ら
運

営
ま
で
携
わ
る
平
田
さ
ん
は
、平
成
27

年
に
町
田
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ま
わ
り

の
会・ま
ち
の
保
健
室「
認
知
症
カ
フ
ェ

本
人
会
議
」を
立
ち
上
げ
、町
田
市
認
知

症
推
進
施
策
の
一
環
と
し
て「
町
田
市

出
張
認
知
症
カ
フ
ェ
Ｄ
カ
フ
ェ
」の
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
会
議
な
ど
の
場
で

参
加
者
の
意
見
を
ま
と
め
た
り
、話
し

合
い
を
円
滑
に
進
め
た
り
す
る
役
割
を

担
う
人
）を
７
年
間
務
め
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
活
動
を
藤
沢
市
に
移
し
、自
身

が
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
内
に「
認
知
症
カ

フ
ェ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」を
立
ち
上

げ
、藤
沢
Ｄ
カ
フ
ェ
と
と
も
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

開
催
の
き
っ
か
け
は
些
細
な
会
話
か
ら

　
平
田
さ
ん
が
店
舗
を
訪
れ
た
際
、ス

タ
ッ
フ
に
町
田
市
内
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
で
Ｄ
カ
フ
ェ
を
実
施
し
て
い
る
と
話

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、藤
沢
Ｄ
カ

フ
ェ
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
を
続
け
る
中
で
、「
ど
う
し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
悲
痛
な
表
情
で

来
ら
れ
た
ご
家
族
が
、回
を
重
ね
る
ご

と
に
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
こ
と
が
嬉

し
か
っ
た
」と
平
田
さ
ん
は
笑
み
を
浮

か
べ
な
が
ら
語
り
ま
す
。

藤
沢
Ｄ
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て

　
取
材
当
日
の
藤
沢
Ｄ
カ
フ
ェ
は
、認

知
症
当
事
者
や
ご
家
族
、地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
の
職
員
等
、25
名
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
毎
回
事
前
に
決
め
て
い
る

藤
沢
Ｄ
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み
紹
介

ひと
ネットワーク

6
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「偶然の人の出会いの
賜物」と平田さん

平田さんが参加者全員に発言を促しながら、
それぞれの想いを共有していきます

店舗の入口には
目を惹く看板

※�「
Ｄ
カ
フ
ェ
」と
は
、認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

支
援
者
、地
域
住
民
な
ど
が
気
軽
に
集
ま
っ
て

交
流
や
情
報
交
換
す
る
場
の
こ
と
で
す
。



第
93
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

の
ご
報
告

　

令
和
６
年
11
月
20
日（
水
）、21
日

（
木
）の
２
日
間
、宮
崎
市
の
シ
ー
ガ
イ

ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
全
国
大
会
に
県
民
児
協
か
ら
理

事
、受
賞
者
、事
務
局
を
含
め
11
名
で
参

加
し
ま
し
た
。１
日
目
は
式
典
・
表
彰
、

特
別
講
義
な
ど
が
行
わ
れ
、優
良
民
児

協
と
し
て
横
須
賀
市
大
津
地
区
と
藤
沢

市
六
会
地
区
の
２
地
区
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
特
別
講
義
は
、Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
．

Ｂ
Ｉ
Ｚ（
株
）の
代
表
取
締
役
で
あ
る
加

納
ひ
ろ
み
氏
に
よ
る
講
演
で
し
た
。こ

の
会
社
は
宮
崎
県
新
富
町
に
あ
る
着
ぐ

る
み
製
作
会
社
で
、「
く
ま
も
ん
」の
着

ぐ
る
み
を
製
作
し
た
そ
う
で
、従
業
員

は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
。加
納
さ
ん

が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
は「
向
こ
う

側
の
笑
顔
と
こ
ち
ら
側
の
笑
顔
」で
す
。

「
着
ぐ
る
み
は
人
の
心
を
癒
し
て
、見
て

い
る『
向
こ
う
側
』の
人
を
笑
顔
に
し
て

く
れ
ま
す
。で
も
、そ
れ
を
つ
く
る『
こ

ち
ら
側
』が
笑
顔
で
な
か
っ
た
ら
？
」と

加
納
さ
ん
は
言
い
ま
す
。何
か
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
で
誰
か
を
幸
せ
に
し
た
け

れ
ば
、提
供
す
る
側
が
幸
せ
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。そ

の
た
め
に
、残
業
を
ほ
と
ん
ど
な
く
す

な
ど
、従
業
員
が
望
む
働
き
方
に
し
て

き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、民
生
委
員
活
動
に
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
言
葉
と
し
て
、次
の
３
点

が
あ
り
ま
し
た
。①
自
分
が
幸
せ
で
な

く
て
、他
の
誰
か
を
幸
せ
に
で
き
る
か
、

②
目
の
前
の
人
を
丁
寧
に
見
て
、自
分

が
こ
の
人
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え

る
、③「
助
け
て
」と
声
を
上
げ
て
も
い

い
。民
生
委
員
活
動
に
即
し
て
言
え
ば
、

私
た
ち
が
や
り
が
い
を
持
っ
て
楽
し
く

活
動
し
、出
会
っ
た
人
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
、そ
し

て
、わ
か
ら

な
い
こ
と

や
、活
動
が

重
荷
に
な
っ

た
時
に
は
遠

慮
な
く
助
け

を
求
め
る
こ

と
で
は
な
い

か
と
考
え
ま

し
た
。

　
２
日
目
は「
持
続
可
能
な
民
生
委
員・

児
童
委
員
制
度
・
活
動
に
向
け
て
取
り

組
む
べ
き
こ
と
」を
テ
ー
マ
と
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。定
数

は
増
加
し
て
い
る
一
方
、令
和
４
年
の

改
選
で
は
欠
員
が
１
万
５
千
人
を
超
え

る
な
ど
、充
足
率
は
下
が
り
続
け
て
い

ま
す
。そ
の
要
因
と
し
て
、地
域
の
高
齢

化
、高
齢
で
も
働
き
続
け
る
人
の
増
加

や
地
域
の
つ
な
が
り
の
低
下
な
ど
に
よ

り
、な
り
手
不
足
は
深
刻
な
状
況
で
あ

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、推
薦
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
の
特
徴
と
し

て
、次
の
よ
う
な
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

⃝
 

日
頃
か
ら
民
生
委
員
と
自
治
会
な
ど

と
の
連
携
が
で
き
て
い
る

⃝
 

民
児
協
内
の
風
通
し
が
良
く
、相
談

し
や
す
い
環
境

⃝
 

地
区
民
児
協
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、多

く
の
委
員
と
情
報
交
換
が
で
き
る

⃝
 

活
動
の
中
で
、や
り
が
い
や
楽
し
さ

を
感
じ
ら
れ
る

　
以
上
を
踏
ま
え
、我
が
地
区
の
足
り

な
い
点
は
何
か
、改
善
す
る
た
め
に
ど

う
取
り
組
む
べ
き
か
を
検
討
し
、令
和

７
年
の
改
選
は
良
い
結
果
に
結
び
付
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、大
変
有
意
義
な
大
会
に
参
加

で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
海
老
名
市
民
児
協
会
長  
田
中　
昭
雄
）

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
１
日
が
起
床
か
ら
就
寝
ま
で「
ま
ば

た
き
」を
す
る
う
ち
に
終
わ
る
よ
う
な

ス
ピ
ー
ド
で
、１
週
間
、１
ヵ
月
、そ
し

て
１
年
が
同
じ
よ
う
に
感
じ
る
こ
の
頃

で
あ
り
ま
す
。

　
改
選
で
新
任
と
な
っ
た
民
生
委
員
児

童
委
員
の
皆
様
方
も
、長
い
と
思
わ
れ

た
１
期
３
年
の
終
了
が
目
の
中
に
入
る

よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
こ

で
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
は
、新
任
と
し

て
前
任
の
方
が
来
宅
さ
れ
て
受
け
た
民

生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
内
容（
や
っ

て
き
た
こ
と
、す
る
べ
き
こ
と
）を
口
頭

と
毎
月
の
資
料
の
説
明
で
あ
り
ま
し

た
。３
年
分
は
か
な
り
の
数
と
重
さ
で

あ
り
ま
す
。そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
は
溜

息
が
で
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
配
布
さ
れ
る
資
料
の
整
理
に
つ

い
て
、任
期
を
終
え
て
新
し
い
人
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
本
と

も
言
え
る
方
法
を
座
間
市
民
児
協
が
取

り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。本
号
に
お
い

て
そ
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
熟
読
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

（
広
報
委
員　
菅　
重
男
）

編
集
雑
感

第160号 令和7年3月15日県民児協だより
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参加された理事と優良民児協会長
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令
和
６
年
６
月
、横
須
賀
市
立
総
合
福
祉
会
館

に
お
い
て「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
や
さ
し
さ
届
け
！
み
ん
な
の

心
に
」を
合
言
葉
に
、あ
た
た
か
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
た
市
民
参
画
型
イ
ベ
ン
ト
と

い
う
趣
旨
の
も
と
、市
民
や
福
祉
関
係
者
が
多
数

参
加
し
て
福
祉
の
普
及
や
来
場
者
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、屋
外
ミ
ニ
ス
テ
ー

ジ
で
は
補
助
犬
の
セ
ミ
ナ
ー
や
手
話
で
歌
詞
の

イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
踊
り
、多
く
の
子
供
た
ち
が

参
加
し
た
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
な
ど
、多
く
の
ダ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
館
内
の
音
楽
室
で

は
、「
や
さ
し
さ
広
が
る
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、

み
ん
な
で
歌
っ
た
り
、手

拍
子
し
た
り
で
大
変
な
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

　
横
須
賀
市
民
児
協
で
は
、ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
サ
ロ

ン
を
開
き
、活
動
紹
介
の
他
、昔
遊
び
や
切
り
絵
、

工
作
な
ど
に
幼
児
連
れ
の
親
子
が
集
ま
り
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。そ
の
他
、県
看
護
協
会
に
よ
る

「
ま
ち
の
保
健
室
」の
血
圧
測
定・健
康
相
談
や
県

建
築
士
事
務
所
協
会
の
車
椅
子
体
験
に
も
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た

　
多
く
の
関
係
団
体
に
支
え
ら
れ
た
一
日
中
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
次
回
に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
。

　
こ
ど
も
部
会
の
１
年
目
は
、新
人
の
真
っ
直

ぐ
な
質
問
に
先
輩
た
ち
は
大
真
面
目
で
回
答

し
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、２
年
目
、こ
ど
も
の
教
育
現
場
を
訪
問

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。学
校
と
内
容
や
注

意
点
を
事
前
に
打
ち
合
せ
、そ
し
て
、当
日
、部

会
の
７
人
で
神
奈
川
県
立
小
田
原
支
援
学
校
に

向
か
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、広
報
の
方
か
ら
学
校
の
活
動
と
注
意

点
を
聞
き
、説
明
を
受
け
な
が
ら
校
内
を
進
み

ま
す
。校
内
の
ほ
と
ん
ど
の
場
所
へ
案
内
し
て

い
た
だ
き
、時
に
、授
業
中
の
教
室
内
へ
も
案
内

さ
れ
、授
業
内
容
を
直
接
見
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

少
人
数
の
ク
ラ
ス
編
成
で
、各
自
の
ロ
ッ

カ
ー
や
、展
示
物
、授
業
の
時
間
割
な
ど
に
写
真

や
絵
の
活
用
、時
刻
経
過
の
工
夫（
休
み
時
間

は
時
計
の
針
と
色
、音
で
お
知
ら
せ
）な
ど
も
み

ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、遊
び
を
取
り
入
れ
た
授
業

や
、陶
芸・農
作
な
ど
の
時
間
割
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら
、先
生
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
ひ
と

り
ひ
と
り
に
合
っ
た
、工

夫
に
満
ち
た
授
業
や
対

応
を
し
て
い
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
に
寄
り
添
う
。

改
め
て
、我
の
活
動
を
思

う
。

　
箱
根
町
仙
石
原
地
区
の
民
生
委
員
は
、毎
月

第
２
火
曜
日
に
幼
児
学
園
を
訪
れ
ま
す
。園
の

目
標
で
あ
る「
地
域
の
人
や
自
然
と
の
か
か
わ

り
を
通
し
て
、心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
を
目

指
す
」を
実
践
す
る
、そ
の
一
助
と
な
れ
る
よ

う
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
園
で
は
そ
の
時
々
で「
大
工
さ
ん
ご
っ
こ
」

や「
縫
い
物
」な
ど
、色
々
な
遊
び
を
通
じ
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
り
ま
す
。１
月
は「
お
正
月
遊

び
」で
し
た
。こ
ま
ま
わ
し
、羽
根
つ
き
、か
る

た
、竹
馬
、け
ん
玉
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
遊
び
ま
し
た
。羽
根
つ
き
で
勝
っ
て
喜
ぶ

子
、か
る
た
で
負
け
て
べ
そ
を
か
く
子
、子
ど

も
た
ち
も
私
た
ち
も
皆
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
で
す
。

笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

昨
今
は
核
家
族
の
家

庭
が
多
く
、子
ど
も
た
ち

は
祖
父
母
と
話
を
し
た

り
、遊
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
少
な
く
、民
生
委
員
と

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
で
、温
も
り
や
優
し

さ
を
感
じ
、心
豊
か
な
子

ど
も
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
園
に
行
く
と
、子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
飛
び

つ
い
て
き
ま
す
。ま
た
、地
域
で
会
う
と
手
を

振
り
、大
き
な
声
で「
こ
ん
に
ち
は
！
」と
声
を

か
け
て
く
れ
ま
す
。民
生
委
員
と
し
て
と
て
も

嬉
し
い
瞬
間
で
す
。

「
や
さ
し
さ
広
が
れ
」

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
会
い
と
経
験
そ
し
て
友

笑
顔
あ
ふ
れ
て

通
信
員　

丸
茂
　
喜
久
代

通
信
員　

石
川
　
京
子

副
会
長　

勝
俣
　
晶
子
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第160号令和7年3月15日 県民児協だより

チャリティーコンサートの様子

工夫が詰まった時計です

２月訪問時の遊びの様子です




